
様式（１）-①

都市再生整備計画
き た あ さ か あ さ か だ い え き し ゅ う へ ん ち く

北朝霞・朝霞台駅周辺地区

さ い た ま あ さ か し

埼玉県　朝霞市

（第1回変更）

令和７年３月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 99.0 ha

令和 5 年度　～ 令和 9 年度 令和 5 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 R２年度 R10年度

日 R３年度 R10年度

人 R３年度 R10年度

台 R４年度 R10年度

都道府県名 埼玉県
あ さ か

朝霞市
き た あ さ か あ さ か だ いえきしゅうへん

北朝霞・朝霞台駅周辺地区

計画期間 交付期間 9

大目標：　商業・業務機能のバランスよい配置などにぎわい拠点にふさわしい拠点づくりを図るとともに、居住地においては生活に身近な商業機能の充実を図る
　　目標１：商業の活性化と子育て・福祉・文化などの機能集積による魅力ある市民生活の中心となるような空間づくり
　　目標２：誰もが安心・安全に移動できる、歩行者優先の歩いて暮らせるまちづくり
　　目標３：居心地が良く歩きたくなるまちなかづくり

　朝霞市は、鉄道、幹線道路を軸に都心への交通利便性が高く、国道254号バイパスの整備推進など、さらなる広域交通ネットワークの形成が進展している。駅周辺など拠点となる地区においては買い物や交流の場などの機能の充実を図るなど、周辺地域と調和した
土地利用の促進を図ることが必要である。
　朝霞市は人口増加が続いており、開発需要もいまだ旺盛であることから、市街化区域において適切な土地利用を図っていくために、都市計画等のまちづくりに関する制度を適正に運用するとともに、都市基盤の整備に関する各種計画を明確に定め、着実に実行して
いく必要がある。
　地域の拠点となる医療・福祉・教育施設の集約的な立地の検討が必要であるほか、基地跡地地区や公共施設跡地については、市全体若しくは、周辺地域の活性化に寄与する機能を持った土地利用が必要である。
　上記を踏まえ、まちの限られた土地資源が有効に活用され、公共交通機関の利便性の高い地域を中心に市街地がまとまり、緑地・自然環境と調和した、健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動を行えるまちを目指す。
　公的不動産の活用策として、旧溝沼浄水場跡地を地域共生社会の実現に向けて、多世代が交流できる地域交流の場等として有効活用を図る。また、子育て環境の整備及び福祉政策の推進を図る。更には、災害発生時には地域交流の場を災害ボランティアセン
ターとして活用する。

　本地区は、都心と直結する東武東上線と東京メトロ有楽町線・副都心線（東急東横線、みなとみらい線と相互乗入）、さいたま市など県央地域と結ぶJR武蔵野線が交わる都市交通の重要な結節点となっており、その交通の利便性を背景に、本地区周辺では近年高層
マンションの建設が続いているなど定住人口が増加している。
　本地区は、交通利便性を活かした本市の中心的な拠点として、また地域生活の玄関口としての機能の強化や商業施設などの立地誘導を図る「都市拠点」に位置付けられている。駅周辺は土地区画整理事業が完了しており、また、地区計画により商業業務施設の誘
導を図るとともに、壁面後退区域の有効活用を行っている。
　また、本地区周辺の市街化調整区域には、わくわくどーむ（健康増進センター）や産業文化センターなどの公共施設が多く立地している。

・商店街の活性化を図るとともに、子育て・福祉・文化などの機能の集約を進めることで、魅力ある市民生活の中心となるような空間づくりが求められている。
・子どもから高齢者・障害のある人など誰もが安全・安心に移動できる、歩行者優先の「歩いて暮らせるまちづくり」、住み慣れた地域で安心して暮らせる「外出しやすいまちづくり」への対応が求められている。

①第５次朝霞市総合計画　後期計画（2021-2025）（令和２年度策定）
　・まちの限られた土地資源が有効に活用され、公共交通機関の利便性の高い地域を中心に市街地がまとまり、緑地・自然環境と調和した、健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動を行えるまちを目指す。
　・ウォーカブル推進都市として、歩行空間の快適性向上を目指し、道路などの公共空間を有効活用するなど、居心地がよく歩きたくなるまちなかづくりを推進する。
②朝霞都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和４年度策定）
　・北朝霞・朝霞台駅の周辺は「中心拠点」に位置付けられ、環境との調和に配慮しながら、商業業務施設、公共施設、医療・福祉・子育て支援施設など多様な都市機能を集積し、まちの顔となる拠点を形成する。
③朝霞市都市計画マスタープラン（2005-2025）（平成28年度改訂）
　・多くの人が訪れたいと感じるにぎわいの景観や魅力ある商業空間の形成を図るとともに、周辺の住環境との調和にも配慮する。
　・駅利用者数や周辺住民など潜在的な消費購買層の獲得に向け、まちの回遊性の創出、商業業務機能の充実をはじめ、多様な人々の日常生活における需要を満たす魅力的かつ複合的な機能の充実を促進する。

・朝霞市は人口増加が続いており、開発需要もいまだ旺盛であることから、市街化区域において適切な土地利用を図っていくために、都市計画等のまちづくりに関する制度を適正に運用するとともに、都市基盤の整備に関する各種計画を明確に定め、着実に実行して
いく必要がある。
・地域の拠点となる医療・福祉・教育施設の集約的な立地の検討が必要であるほか、基地跡地地区や公共施設跡地については、市全体若しくは、周辺地域の活性化に寄与する機能を持った土地利用が必要である。
・上記を踏まえ、まちの限られた土地資源が有効に活用され、公共交通機関の利便性の高い地域を中心に市街地がまとまり、緑地・自然環境と調和した、健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動を行えるまちを目指す。

　公的不動産の活用策として、旧溝沼浄水場跡地を地域共生社会の実現に向けて、多世代が交流できる地域交流の場等として有効活用を図る。また、子育て環境の整備及び福祉政策の推進を図る。更には、災害発生時には地域交流の場を災害ボランティアセン
ターとして活用する。

北朝霞・朝霞台駅の乗降客数 北朝霞・朝霞台駅の１日平均の乗降客数
商業・業務機能のバランスよい配置などにぎわい拠点にふさわし
い拠点づくりによって駅利用者が増加する。

171,310人/日 200,000人/日

公共空間を活用した取組日数
滞在快適性等向上区域内における公共空間を活用した取
組の実施日の年度合計

にぎわい拠点にふさわしい拠点づくりにより、公共空間を活用した
取組が増加する。

1日 12日

居住誘導区域の人口 居住誘導区域の人口
誰もが安心・安全に移動できる、歩行者優先の歩いて暮らせるま
ちづくりにより居住誘導区域の人口が増加する。

140,874人 144,800人

まちなかベンチの数 都市機能誘導区域内の市が管理するベンチの数
誰もが安心・安全に移動できる、歩行者優先の歩いて暮らせるま
ちづくりの実現に向けて、まちなかで休憩できるベンチの数を増や
す。

9台 14台

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【商業の活性化と子育て・福祉・文化などの機能集積による魅力ある市民生活の中心となるような空間づくり】
　・公共施設跡地を活用し、子育て世代包括支援センター、市内７館目となる児童館及び多世代が交流できる地域交流の場として有効活用を図る

【基幹事業】　（高次都市施設　地域交流センター）朝霞市複合公共施設整備事業
【基幹事業】　（誘導施設　社会福祉施設）朝霞市複合公共施設整備事業

【誰もが安心・安全に移動できる、歩行者優先の歩いて暮らせるまちづくり】
　・北朝霞駅西口駅前広場の再構築により、歩行者が安全に移動できる空間を確保するとともに、イベント等にも活用できるスペースを創出する

【基幹事業】　(地域生活基盤施設 広場)北朝霞駅西口駅前広場の再構築事業

【居心地が良く歩きたくなるまちなかづくり】
　・北朝霞駅西口駅前広場の再構築により、歩行者が安全に移動できる空間を確保するとともに、イベント等にも活用できるスペースを創出する

【基幹事業】　(地域生活基盤施設　広場)北朝霞駅西口駅前広場の再構築事業

【その他官民協働の取り組み事例】
・北朝霞・朝霞台デザインラボの実施（令和4年度～）
・エリアプラットフォーム幹事会の組織（令和5年度）
・未来ビジョンの策定（令和5年度）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場 朝霞市 直 1,600㎡ R5 R9 R5 R9 327 327 327 0 327

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター 朝霞市 直 550㎡ R7 R9 R7 R9 462 462 462 0 462

観光交流センター

テレワーク拠点施設

賑わい・交流創出施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設 朝霞市 直 874㎡ R7 R9 R7 R9 734 734 734 0 734

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

基幹的誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

合計 1,523 1,523 1,523 0 1,523 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0 0 0 0 0 …C

合計(A+B+C) 1,523

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

朝霞市 面積99㏊ 〇 未定 未定 未定

合計 0

交付対象事業費 1,523 交付限度額 761.5 国費率 0.5

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

北朝霞駅西口駅前広場

朝霞市複合公共施設整備

朝霞市複合公共施設整備

住宅市街地総合整備事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

休憩施設の整備 北朝霞・朝霞台駅周辺都市機能誘導区域内

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

都市再生整備計画全体の

B/Cを算出する場合、記入



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

北朝霞・朝霞台駅周辺地区（埼玉県朝霞市） 面積 99.0 ha 区域
朝霞市東弁財１～２丁目、東弁財３丁目の一部、西弁財１丁目、西弁財二丁目の一部、西原１～２
丁目、
浜崎１～２丁目、浜崎３丁目の一部、北原１～２丁目の一部、朝志ヶ丘１丁目の一部

Ｎ

0 500 1,000m

【 凡　例 】

　　　　　　　都市再生整備区域

　　　　　　　都市機能誘導区域

　　　　　　　

　　　　　　　居住誘導区域

 

　　　　　　　鉄道（東武鉄道）



様式（１）-⑦-１

北朝霞・朝霞台駅の乗降客数 (人/日) 171,310人/日 (R２年度) → 200,000人/日 (R10年度)

公共空間を活用した取組日数 (日) 1日 (R３年度) → 12日 (R10年度)

居住誘導区域の人口 (人) 140,874人 (R３年度) → 144,800人 (R10年度)

まちなかベンチの数 (台) 9台 (R４年度) → 14台 (R10年度)

北朝霞・朝霞台駅周辺地区（埼玉県朝霞市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

大目標：　商業・業務機能のバランスよい配置などにぎわい拠点にふさわしい拠点づくりを図
るとともに、居住地においては生活に身近な商業機能の充実を図る
　　目標１：商業の活性化と子育て・福祉・文化などの機能集積による魅力ある市民生活の中
心となるような空間づくり
　　目標２：誰もが安心・安全に移動できる、歩行者優先の歩いて暮らせるまちづくり
　　目標３：居心地が良く歩きたくなるまちなかづくり

代表的
な指標

Ｎ

0 500 1,000m

北朝霞・朝霞台駅周辺地区

（約99.0ha）

【 凡　例 】

　　　　　　　都市再生整備区域

　　　　　　　都市機能誘導区域

　　　　　　　

　　　　　　　居住誘導区域

 

■基幹事業

【地域生活基盤施設 広場】

　・北朝霞駅西口駅前広場

■関連事業

【利便増進施設の設置】

　・休憩施設の整備（都市機

能誘導区域内）

■基幹事業

【高次都市施設　地域交流セン

ター】

　・朝霞市複合公共施設整備

■基幹事業

【誘導施設　社会福祉施設】

　・朝霞市複合公共施設整備


